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 序章　化学と人間生活

自作プリント、視聴覚教材（ＤＶＤ等）

日常生活や社会との関連を考えつつ
物質とその変化への関心をもち，目
的意識をもって観察，実験などを行
い，化学的に探究する能力と態度を
育くみ，化学の基本的な概念や原
理・法則を理解し，科学的な見方や
考え方を身につける。

「高校化学基礎　新定番」（実教出版）

３年次

選択必履修

科　目　名 化学基礎 単　位　数 ２単位

授業担当者 足利直美

教　科　名 理科 科目分類

校内科目名 化学基礎 対象学年

授業時間

　　物質の製造

　　物質の利用

　　物質の性質と役割

　　探究活動

 1章　物質の構成

 　1節　物質の探究

 　2節　物質の構成粒子

 　4節　粒子の結合と結晶

 2章　物質と化学結合

 　1節　イオン結合

選択クラスで2つに分け、少人数クラスで授業展開す
る。

　自分の考えを、自分の言葉で述べることができる
か

　授業で扱った内容について、知識が身に付き、
理解しているか

 　2節　共有結合

 　3節　金属結合


